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る爲に製晶は殆ん ど全部1等 晶 として期待出來る."だ るま窯"の 場合には窯内濫度差は最大2500

～300℃ は避 けられない所であるが,改 造窯では40-v60℃ 以下に此の差を縮める事は左程困難

はでない.此 の結果第2表 に示 した様に製品の成績は"だ るま窯"に 比較 して数等向上 した.

              第2表  製  品  成  績

                     改逡窯        ̀ サごるま窯"

         1    等    晶               73タ6               60タ6

         2    〃    〃              19%              20%

         3  tS  〃        -        10%

        不 良 晶   籾%   10%

  備考 箭改逡窯の不良品は圭としτ煙色されないもので之は燥燵過程の研究に依り解決し得る
      見込みである.

                 蠣 嶢 過 程

 此の燥澆過程の問題の爲に燃瓦は"だ るま窯"以 外の窯では製造が困難 とされて來た軍大な

原因であつたが,第1報 で報告した所の燥雛時の窯内瓦斯組成の分析等から得 られた煙焼機構

の大艦の日安か ら,改 造窯に於いては煙道部のダンパー を利用 して此 の問題 を解決することが

出來た.

                 結    論            、

 以上述べた様 にして著者等は從來の燥瓦製造用の"だ るま窯"を 倒焔式に改造することに依

り燃料は約強 ・轍 する事が'il飛 又輯 の顕 は約20%向 上する事が1瞭 た 似 瓢 醐

磁器等の様に近代的の窯で安債に且つ多留生産のtllOl(得る根櫨が見illされたものと確信出來 る

ものである.
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 赤 青,黒 三色 に着 色 した粘 土 の色 暦 を用 い 押 出 し操 作 中 の 試料 の「流 れ」模 様 を襯 測 し,そ れ

を分 析 して押 出 し機 構 を 考 察 した.叢 に本 法 に よ る研 究 方法 並 に分 析 結 果 を簡 軍 に報 告 す る.
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 使用 した粘土には群馬縣産の澁川粘土で,こ れはやや青色を帯びた粘 うの彊い粘土である.

これに適量の水 を加 えて練つた後,三 等分 して一は酸化鐵を,一 は酸化クロeム を,淺 る一に

は泥状の黒鉛をそれぞれ少量加えて,赤,青,黒 色1;色 付け,一'・PtプアンにはさんでロLル し

一定の厚みの板にした.次 にゴンテナーに丁度入る様}圓 板に打抜き,コ ンテナ"の 底 より赤

青黒の順に交互に入れ,一 定量の押出しをした後,コ ンテナーまり抜 き出して,乾 燥するを待

つて申心軸面で戴 り,押 出 しによ灸色板の攣形の模檬 を観測 した・

 押出しのコンテナr・一は直径20mm,下 部開口部は直径5mmで ある。從つて直径の比は4:1

の ものである.叉 堅力を加 えるラムとしては,其 の底面が,通 常用い られる雫面形のものの外 ・

・90。の頂角で圓錐歌凸形になつた もの
,及 びgooの頂角で圓錐朕凹形になつた もの三種 を使用し

て,そ の差異 をも調べた                          '

 押出し前後の圖形嫁第1圖 の如 くである.aは 凸形, bは 李面, cは 凹形の各底面のラムで

押出した ものを示す.圖 形を描 くには各色暦境界線 をゴンパレvi」・"にて追跡 し方眼紙上に損

大する方法 を'取つた.

                 第   1  .圖

         α      b 、   C
          ← 】○、、、M,.・                 , ・

壽☆
        慣 1 ,
 この三種の圖形に共通め事項は次の通 り:

 1)押 出し前開ロ部附近にあつた部分は殆ど攣彦を受けすに押出きれる.2)周 遊部に比 し

中心線上め憂形が著大である.3)底 部の隅角部には動かない部分がある.4)上 部には殆 ど

攣形が認められない.5) 中心線附近では軸方向に,周 邊蔀では牛脛方向に攣形する.`

 次に三種の圖形の差異 として,
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 1) 中 心部 の 攣 形 は,凸 形 の ラム に よ る もの が最 大 で,:F面 形,凹 形 の順 にな つ て居 る.2)

a圖 凸 形 の ラ ムで は,矢 印 の所 に明 らか な ス リツ プが あ る.b圖 で は 多 少認 め られ るが, e圖

で は認 め られ な い.3) c圖 凹 形 の ラ ムで は矢 印 の所 に臨 暦 が 獲 生 して 居 る.

 そ こで之 等 の 圖 形 よ り,周 邊 に劃 す る中心部 の和 劃攣 匝Szと, コ ンテ ナ ・・の底 面 よ りの

鱗 ・との關係を勅 ・と第 ・圖 剛 ・くにな… の 咽 ・欄 配 で 祭 を求め ・との

關係を求め ・ε第 ・圖 ・の如 く・な・.一要 は廠 値鰯 ・.こ の 一砦 は,現 石・雌 硬 に

微少な押出しをした場合の,中 心線上各位置で

曜 吻 大 きさを示す ものと考 えられる.EPち   第2圖

幅 線上で繭 る一柵 のみが軸方剛 ・脹 し 一 ・⊥ 一・,⊥{舗 呂一己「一一

伽 勒 る瀕 をなす ものと思われ る・この伸 「 噛・

長す る囎 ・ま・開曜 よりかな腿 く・叉・・ a レ. .、 蜘 耽 ・

の形状によつて鋤 ・凸形の・・による・の  L△ 」避

が 最 も開11部 に近 い所,次 で'卜面形,凹 形 の 順   』 l
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